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桔 梗 課 長 が パ ネル デ ィス カ ッシ ョンで発 言 した

要 旨(8-1-1～8-1-5)



本学の震災直後の様子

桔梗

初 めま して。東北学 院大学就職課長 を して

お ります桔梗 と申します。このよ うなキ ャリ

アデザイ ン学会 にお招きいた だき、被災地の

状況 をということで、お話 させて いただき ま

す こと、 あ りがた く思 ってお ります。

また、この場 をお借 りして、被災地へ各大

学、各企業、各官庁 な ど、多方面 よ りご支援、

ご尽 力いただ きま した こと、学 生の皆様 には

ボ ランテ ィア とい う形で た くさん応援 に来

て いただき ました こ とを感謝 申 し上げ ます。

あ りが とう ございます。

それで は本学が、3月11日 どのよ うな こ

とを経験 し、どのよ うな対応 を側近 で行 った

か とい う ことをお話 させ て いただ けれ ば と

思い ます。

震災時、本学で は、4年 生の卒業発表 のた

め全学教授会 を行 って いました。また、就職

部で は、最後のチ ャンス とい うことで、企業

をお 招 き して4年 生 向けの面 接会 を14時

か ら行 ってお りま した。そ して14時46分 、

あの よ うな 想定外 の大地 震が起 きた わ けで

ございます。

学 生 を安全 な と ころに誘 導 しな けれ ばな

らない とい うことで、建物内 にいる学 生や企

業 の方 を建物 の外 へ誘導 し安 否の確 認 をい

た しま した。

建物 の近 くは、教室の窓が布 を振る ぐらい

の勢いで動 いてお り、とて も危険 に感 じま し

た。少 し揺れが治まってきてか ら、学 内アナ

ウ ンス もあ り、マニ ュアル通 りの避難場所 に

全ての学生を避難誘導 いた しま した。余震 も

続 く中、ひどい寒 さと雪 と恐怖は言葉 に言 い

表せな い状況で した。そのよ うな中、一旦私

は事 務室 内の状況 確認 のた めに現場 に戻 り

ま した。パソコ ンは吹 っ飛び、書籍 は散乱 し、

机 の上 には落下物 が 散 らか ってお り足の踏

み場 もないよ うな室 内の状況で した。それか

ら部下たちのコー トや羽織物、置きっぱな し

の携帯電話 な どを持 って、再び避難場所 に戻

り、各 自に手渡 し、そ の後の指令が下 りるま

でみんなで待ちま した。体育館の安全確認が

で きた の を機 に体 育館 へ の誘 導が な され ま

した。 自宅 に 自力で帰れる職員や嘱託職員 、

学生 は帰宅 を促 しました。帰れ るといって も、

交通 は遮 断。外 は暗 くなる一方、寒 さと雪 、

余震 の ある 中で すか ら何 時 に 自宅 に戻れ る

かわか らな い状況で した。これ は都内のみな

様 も同 じだ った と聞いてお ります。

情報が届かない

ライ フ ライ ンは完 全 にス トップ して しま

いま した ので 、状況確 認の情報が 中々伝わ っ

て まい りませ ん。た だ、ラジオか ら聞 こえて

きた情報で は、その時200名 ～300名 く らい

の死者 が出た という事で した。何故そ のよ う

な事態 にな ったのかな どは、全 く知 りえませ

んで した。地震後 に大津波 が起 きた というこ

とを知 った のは、夜 半です。想定外 の大津波

が どんなものか、想像 も出来 ません。津波 に

対す る認識ですが、沿岸部 に居住す る限 りは

地震 と津波 というの は、ある程度知識 を保持

して お り、危険性 を伴 うとい う予測 は誰で も

持 っています。以前に も、沿岸部 においては、

チ リ地震 津波や 南三 陸 の志 津川 の津波 を経

験 していますか ら、津波に関 して の意識は高

い と考 え られ ます 。 しか し今回のよ うな、4

階建て の建物 まで津波が到達 した り、町 ごと

流 され るな どと言 うことは、本 当に想定外で

あ り、考 え られ ませ ん。中には 「津波 を見学

に行 って流 されたそ うだ」な どと、言われた

りもして ますが、そのよ うな ことはあ りませ

ん。みな さんが思っているような ことではな

くて 、大津波が来る とい う警報 とともに旦 は

逃 げたのです。しか し大津波の到着 には、地

域 で時間差が あ りま した。45分 ない しは、1

時間程 の差が あった と聞いて います。そ のた



めに、一旦逃げた人 もペ ッ トを連れ に戻 った

り、コー トや 着る ものな ど身の回 りの物や 、

これか らの生活 を考 えて通 帳や お財布 を取

りに戻 った り、家族 を探 しに行 った人が、被

害 に多 く合われた と聞 いてお ります。本学は

大津波 の直接被害 はあ りませ んで したが、学

生の尊 い命が5名 失われ ま した。4名 の学生

は当 日亡 くな り、1名 の学 生は未だに行方不

明 とな って います。

当時の学生総数 は12,001名 で した。4月

に11,933名 にな り、復学 した人も合わせ

れ ば現在、11,939名 が本学 の総数です。4

月の入学予定者 の 中にも死 亡学生1名 と行

方不明学生1名 がお りま した。

話 を戻 します が 、帰宅難 民 となった教 職

員 ・嘱託職員 ・学生 と近隣の方 たちは体育館

に泊 りました。次 の朝6時 頃に仲間 の職員が

「じゃあ、お先です」と言 って 帰って行き ま

したが、住居 が流されて しまい跡形 も無 くな

って しまいました。また、息子 さん と連絡 が

取れな いと言 っていた職員 は、息子 さんがペ

ッ トを助 けに戻 り、亡 くな って しまいました。

その他 にも両親 を亡 くした職員や学生、家族

を亡 くされた職員や 学生、住居 を失 った り、

住居 の半壊 、損壊 を した職 員や学 生、原発 で

地元 に戻れ な くなった学生な ど、多 くの犠牲

が払われ ま した。私事です が、我が家 の嫁 も

車 ごと大津波 の被害 に合 いま したが、危機一.

髪 、九死 に一 生で助か りま した。

また 、震災後 の トラウマでカ ウンセ リング

を必要 とす る学生が話 してお りましたが、当

日 「助 けて」という声 を聞いたか、聞かなか

ったか。それ によって心身 のダメージが、違

うそ うです。そのよ うな学 生の心 に添 いなが

ら就職支援 を行 った り、相談 を受 けた りして

います。

現況 の被災地 は、復興 も含 め、生 き られた

者が 、生活す ることに必死 にな って いるのが

現実 だ と思 います。

震災の影響による学生の就職先意識変化

桔梗

時期が3月 とい うことで、首都 圏にお ける

就職活動 を していた学生 も随分お りま した。

そ のような学生の 中には、首都圏な ど県外

に は就職 した くな い とい う考 え に変 わ った

人もお りま した。原 因の一つ として、震災当

日、家族 と連絡が取れない。取れた として も

帰仙す る手立てがない。所持金 も少な く宿 泊

場所 も無 い。不安 と恐怖 のギ リギ リの状態 に

おかれて いたのが、一番辛 く苦 しか った らし

く、それが トラウマにな って しまったよ うで

す。また、大学内では、構 内の安全確認 を行

った り、学 生の安否確認 に必死 で した。中々

学 生 とは連絡 が とれず 全学 生、12,001名 の

安否確認が終 了で きたのは4月 半ばで した。

ま して学 生や学 生 の家族 の現 状把 握な ど

は、5月9日 構 内に学 生が戻って来 てか ら

序 々に明 らかになってまい りま した。

住居 を失い、家財 も何 も無 く、携帯電話や

もちろんパソコ ンも無 い、エ ン トリー して い

た資料 も無い、本 当に考え られない事 態が現

実 に生 じてお りま した。避難所 を転々 としな

ければな らな い状況 にもな ってお り、自分の

履歴書 に記入 す る住 所 を どう した らよいで

しょうか?と ういう相談 も実際 あ りま した。

また、大学の構内 に入れな い とい う時期 は、

就 職活動 に対す る不安が学 生 にあ りま した

ので、学生職業セ ンターの窓 口を利用するよ

うに指導 しま した。

それか ら私の考え と行動で 、これ は早急 に

な り過 ぎて 間違 った と思 うことがあ ります。

学生のため に、この非常事態 ゆえに求人を

維持 しなけれ ばな らない、就職先 を確保 しな

けれ ばな らない、沿岸部の壊滅的状況 では企

業が失われて いる。新卒の内定取 り消 しも少

しずつ生 じて いる。東北の学生 に求 人をなん

とかいただ きた い。この一念で、早々に各大

学や企業 の方 にお願 いをして、首都圏、中部、

関西、 中・四 国、九州 な どあ らゆる ところか

ら求人をいただ いた り、震災救済求人な どの



協力 もいた だいた りする ことで 、求人 は結構

確保 され ま した。

ところが、学 生へ の連絡が通常で はあ りま

せ んので、連絡 が取れな い という状況で した。

伝 えるすべがないのです。また、以前か ら地

元志 向の学生が多い中、果た して遠方への就

職 を求めて 行 くだ ろ うか?と い う懸 念 も出

て きました。それ に震災後の復興復 旧を考 え

ると、若者 を地元か ら外 に向 けさせ ることが

本 当に正 しいのか?葛 藤が続 きま した。

東北では通信が不能

桔梗

震災直後から、ライフラインは全て失われ

ました。携帯電話も使えませんでした。首都

圏や西日本の方は、そこまで大変ではなかっ

たかもしれませんが、被災地では情報の把握

もできないまま余震と雪と寒さに耐えてお

りました。近隣で起きている大津波の情報も

夜半になるまで、私たちには伝わってない状

況でした。

私たちは、構内に残っている学生の安全確

保をすることで実際精一杯でした。そのよう

な状況でしたから東京方面で就職活動して

いる学生へ配慮する事までは出来ませんで

した。

学生の意識の変化、人生観の変化

桔梗

今年 の学 生に意 識の変 化が あ るか?と い

うことです が、おそ らくあ ります。

被災に関係 な く、就職活動 に集中できたと

いう学生 も、 もちろんた くさんお りま した。

そ のよ うな学 生で内定 を3つ も4つ もいただ

き、早々に就職活動 を終えた学生 もお ります。

しか し、方や 、両親や家族 を失った り、住

居 も全て失った り、生計維持 者が職 を失 った

り、家族のお骨 を5つ 抱えアパー トに一人で

暮 らしている学生 もいた り、今までの生活が

一変 していたのです
。お骨 を抱えている学 生

はカ ウンセ リングを しなが ら、今 も就職活動

を しています。

また、厚労省 の就活無料バ スや 無料宿 泊施

設の提供な どは、首都圏に向けて就職活動 し

て いる学生へ の大 きな応援 とな りま した。

今年、企業 さまか ら言われた ことで 「東北

の学生は、元気がな い」 「何かハ ッキ リしな

い学生が多 い」とい うことで したが、震災後

の2ヶ 月のブ ランクによって 、他県 の学 生 と

の足並 みが揃 わず 萎縮感 が生 じて いるよ う

な気 が します。

学 生の中には、被災地における復興 の兆 し

が見 えるまで は、地元 に残 って復興 の手助 け

を した い とい うよ うな考 えの学 生 も多 くな

りま した。このよ うな場合 には、本社が他県

に ある として も必ず 東北地 方 に支 社が あ る

とか、なるべ く当初 は宮城 に勤めて いた い。

岩 手に勤めた い。福島の近郊 に勤めて いたい。

そ のような願 いがあるよ うです。

想定外 の思 い もよ らぬ事態 ということで、

す ごくた くましくなった学生 もいます。全て

を失 った ことで物 の大切 さを知 り、働 くこと

への謙虚 さな ども分か ったよ うです。

一般 には、瓦礫 といって しまい ますが、20

何年間の蓄積物 、思い出の品、そ の子た ちに

とってはか けが えのな い歴史なのです。それ

らを失った のですか ら、考 え られな い くらい

の ショックだ ろうと思 います。家がな いとい

うことは、本 当に何 もな いのです。そのよ う

な事態 に直面 した時 に、私た ち人間 は何 をし

た ら良いのか。ただ、呆然 とす るので はない

か と思 います。しか し、生か され た者 として、

生きなけれ ばな りませ ん。”僕た ちは助かっ

たのだか ら、生きて いかな ければいけないの

ですね”とい う声が この頃学生たちか ら聞 こ

えて きます。また”就職 して働かなけれ ばな

けれ ばな りませ ん” とい うことで、再び活動

し始め ました。しか し企業で は、だんだん終



結 しま した とい う報告 が届 くよ うにな りま

した。今か ら活動 しな けれ ばな らな い学生の

ためにも、もう少 し就職先 の確保が この時期

になって必要 にな りま した。先ほ ど村 田さん

がおっ しゃいましたよ うに、国が早 く企業 の

復興のための支援 をして くれ る こと、明るい

兆 しが少 しで も見えて くる こと、少 しでも働

く場所がで きて くることが必 要です。

避難所で生活 した という学生たちは、共 同

生活す る 中で コ ミュニ ケー シ ョンの と り方

や助 け合 う思 いや りの気持ちな ど、人間がひ

と回 りもふた 回 りも大 き くな った学 生 もい

ます。またボ ランテ ィア活動な どで他大学 と

交流が深 ま り、新たな視野が広がる ことも出

来て、被災 を気 に大き く変わ ることもありま

した。新入生の話 しの中には、友だ ちを失っ

た り、家族 を失った り、大切な もの を失った

りしたので、大学の この学部で はしっか り勉

強 し、将来社会 に貢献 を した いと考 えてお り

ます。とい うよ うな 力強 い声 まで聞かれま し

た。

私た ちも、あの時は見知 らぬ人 との会話が

増 えま したね。みんなで助 け合わな ければな

らな い、無事 の確認 を見知 らぬ者 同士で も行

いま した。助か ってよかったね。このひ と言

が あ りがたい会話 で した。若い人たち も学 生

も同じだ った と思 います。

それ が根本 的 に私 た ちの忘 れて いた もの

を呼び覚 ましたよ うな気が いた します。

学生の話を聞き自信を持たせる

桔梗

今 まで とは違 い、学生の就職支援 は指導型

で はな くな りました。本人たち の話 しに傾聴

ですね。 じっ くり耳 を傾 けて 聞いてい ます 。

本 人た ちが色々 と話 しをす る ことで、一歩

前 に進 むことが出来る こともあ り、心の引き

出 しを開 けて あげ る ことで失 いか けた 自信

を再度奮 い立 たせ る ことが でき る こともあ

りま した。傾聴す ることが、私 どもが今なす

べき大事な役割なのかなと思います。

隣県としては気の毒、何とかしてあげたい

桔梗

極端な考え方はしていないと思いますが、

福島からの求人に対して学生たちが今まで

のように積極的に応じたりしないことや3

月の卒業生で、福島の企業か ら内定をいただ

いていたが辞退を申し出たという事例など

は少々ありました。避難宣告を要求されてい

る学生たちは、家族とともに仙台の方にマン

ションを借りたり、アパートを借りたりして

引越した例もあります。福島に就職を希望し

ても、家には戻れない場所もあります。その

他に福島県と宮城県の境界区域における風

評被害などもあります。私の知り合いで福島

の実家が桃を栽培しているのですが、今まで

とは違い気軽に他人に差し上げる事も出来

なくなりましたと、嘆いておりました。生産

物が売れない。そのような事態から経済状況

にも変化が生じ、震災と原発、大津波の被害

で学生は、このまま学業が続けられるか?否

か?で 深刻な状況にな りました。被災地の各

大学では、授業料の減免措置や奨学金の制度、

学生支援の工夫など、何らかの支援がなされ

ました。構内の被害も相当大変なもので、修

復には多大な資金も必要でしたが学生のた

めにということで頑張ってきたと思います。

特に福島の大学では新入生を募集するにも

苦慮するだろうと心配されています。隣県と

しては、本当に心苦しいというか、気の毒だ

というか、なんとかしてあげたいという気持

です。

ボランティアの学生と情報交換



桔梗

各大学、たとえば事例 を申します と、青山

学院大学 とか、立教大学、明治学 院大学、明

治大学 、法政大学、東海大学、そ の他 の大学

な どへ 、大学構 内の利用やキ ャ リアセ ンター

の利 用 をお願 い した い旨の発 信 を行 いま し

た。 受け入 れ側の大学 か らは、 「もち ろん ご

支援 申 し上 げます」と、回答 もいただ いてお

ります。た だ、学 生が現実 に利用す るか利用

しな いか ということは不 明です。

現 に今 まで も、大学間においては、災害が

あ るな しに関わ らず 担当者 が連絡 した上で 、

資料室 を利 用 させて いただ いた り、求人票を

開示 させて いた だ いた りす る ことは行 って

お りましたので、引き続き行え ると考えてお

ります。

学生間 において は、ボ ランテ ィアの学生同

士が交流 をはか り、活動 をともに行 うことで、

積極 的に情報交換 が行なわれる ことで、視野

を広 げて いるよ うに見え ます。

ナー を実施いた しま した。参加学生 は1,000

名弱で大変好評で した。

も し今後、東北の学 生にも是非 とい う企画

が ございました ら、情報の公開 をもっ と実施

して いただければ、地方の学生にプ ラスで あ

ろうと思い ます。

首都 圏で 開催 の就 職セ ミナー への参加 に

して も交通費 ・宿泊費な ども考 える と就職活

動費用が学生 を逼 迫 して います。セ ミナーの

開催や 公 開討論会 を地方 で開催 して いただ

くと交流の場 が増 えることに もな ります。

隔た り無 く、人 と関わ りた い、情報 を知 り

た い、みんな と仲 良く したい という気持ちは

あ りますね。学生 同士交流の場が持て るチ ャ

ンスがあれ ば と思 います。東 日本、西 日本の

文化が違 うと決めつ け、東西が分かれ るので

はな く 日本 は、一つでな けれ ばな りません。

そ のため にも大 いに交流 し合わな けれ ばな

らないだろうと思 います。今後 ともよろ しく

お願い します。

就職セミナーなどの情報公開と学生の交流

の場を

桔梗

お願 い といって いいのか どうか わか りま

せ んが、た とえば私 どもの方で は8月10日 、

4年 生のため に企業 を100社 集めて、東北の

私 立大学28校 の学 生に対 して合 同企業セ ミ



資料 ⑨

桔 梗課 長 出演 のNHKラ ジオ番 組(11月18日 収録)

「私 も一 言!夕 方 ニ ュー ス 」現 場 か ら一・言!イ

ンタ ビュー 内容

添 付:録 音CD


